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【 手 続 補 正 書 】
【 提 出 日 】 平 成 19年 4月 18日 (2007.4.18)
【 手 続 補 正 １ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 特 許 請 求 の 範 囲
【 補 正 対 象 項 目 名 】 全 文
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 窒 素 雰 囲 気 中 で ア ー ク プ ラ ズ マ を 発 生 さ せ 、 ア ー ク プ ラ ズ
マ を 塊 状 Ｓ ｉ Ｃ に 照 射 し て Ｓ ｉ Ｃ の ナ ノ 粒 子 を 生 成 さ せ る こ と を 特 徴 と す る 窒 素 プ ラ ズ マ
に よ る Ｓ ｉ Ｃ ナ ノ 粒 子 の 製 造 法 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前

前 記 ア ー ク プ ラ ズ マ 照 射
こ と を 特 徴 と す る 窒 素 プ ラ ズ マ に よ る Ｓ ｉ Ｃ ナ ノ 粒 子 の 製 造 法 。

【 請 求 項 ３ 】
　

【 請 求 項 ４ 】
　

【 請 求 項 ５ 】
　

【 請 求 項 ６ 】
　

【 請 求 項 ７ 】

ア ー ク 放 電 可 能 な 圧 力 範 囲 の

請 求 項 １ に 記 載 の 窒 素 プ ラ ズ マ に よ る Ｓ ｉ Ｃ ナ ノ 粒 子 の 製 造 法 に お い て 、 記 塊 状 Ｓ ｉ
Ｃ は カ ー ボ ン る つ ぼ 上 に 置 か れ 、 は 前 記 カ ー ボ ン る つ ぼ を し た 後
に 塊 状 Ｓ ｉ Ｃ を 照 射 す る

請 求 項 １ 又 は ２ に 記 載 の 窒 素 プ ラ ズ マ に よ る Ｓ ｉ Ｃ ナ ノ 粒 子 の 製 造 法 に お い て 、 前 記 塊
状 Ｓ ｉ Ｃ は カ ー ボ ン る つ ぼ 上 に 置 か れ 、 前 記 ア ー ク プ ラ ズ マ は 前 記 カ ー ボ ン る つ ぼ を 照 射
し た 後 に 前 記 塊 状 Ｓ ｉ Ｃ を 照 射 す る こ と を 特 徴 と す る 窒 素 プ ラ ズ マ に よ る Ｓ ｉ Ｃ ナ ノ 粒 子
の 製 造 法 。

ア ー ク 放 電 可 能 な 圧 力 範 囲 の 窒 素 雰 囲 気 中 で ア ー ク プ ラ ズ マ を 発 生 さ せ 、 ア ー ク プ ラ ズ
マ を 、 粉 末 Ｓ ｉ と 粉 末 Ｃ の 混 合 粉 末 成 形 体 に 照 射 し て Ｓ ｉ Ｃ の ナ ノ 粒 子 を 生 成 さ せ る こ と
を 特 徴 と す る 窒 素 プ ラ ズ マ に よ る Ｓ ｉ Ｃ ナ ノ 粒 子 の 製 造 法 。

請 求 項 ４ に 記 載 の 窒 素 プ ラ ズ マ に よ る Ｓ ｉ Ｃ ナ ノ 粒 子 の 製 造 法 に お い て 、 前 記 粉 末 Ｓ ｉ
と 粉 末 Ｃ の 混 合 比 率 が モ ル 比 で １ ： １ と な る よ う に 混 合 粉 末 成 形 体 を 構 成 し て あ る こ と を
特 徴 と す る 窒 素 プ ラ ズ マ に よ る Ｓ ｉ Ｃ ナ ノ 粒 子 の 製 造 法 。

請 求 項 ４ 又 は ５ に 記 載 の 窒 素 プ ラ ズ マ に よ る Ｓ ｉ Ｃ ナ ノ 粒 子 の 製 造 法 に お い て 、 前 記 混
合 粉 末 成 形 体 は カ ー ボ ン る つ ぼ 上 に 置 か れ 、 前 記 ア ー ク プ ラ ズ マ は 前 記 カ ー ボ ン る つ ぼ を
照 射 し た 後 に 前 記 混 合 粉 末 成 形 体 を 照 射 す る こ と を 特 徴 と す る 窒 素 プ ラ ズ マ に よ る Ｓ ｉ Ｃ
ナ ノ 粒 子 の 製 造 法 。

　 請 求 項 ４ か ら ６ の 何 れ か に 記 載 の 窒 素 プ ラ ズ マ に よ る Ｓ ｉ Ｃ ナ ノ 粒 子 の 製 造 法 に お い て
、 前 記 混 合 粉 末 成 形 体 中 の 有 機 バ イ ン ダ ー を 除 去 す る た め ， Ａ ｒ ガ ス 中 で Ａ ｒ プ ラ ズ マ を



【 手 続 補 正 ２ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ０ ５
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ０ ５ 】
こ の 出 願 の 発 明 は 、 上 記 の 課 題 を 解 決 す る も の と し て 、 １

窒 素 雰 囲 気 中 で ア ー ク プ ラ ズ マ を 発
生 さ せ 、 ア ー ク プ ラ ズ マ を 塊 状 Ｓ ｉ Ｃ に 照 射 し て Ｓ ｉ Ｃ の ナ ノ 粒 子 を 生 成 さ せ る こ と を 特
徴 と す る 。
　

　

【 手 続 補 正 ３ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ０ ６
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ０ ６ 】

　

　

【 手 続 補 正 ４ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ １ ４
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ １ ４ 】
塊 状 Ｓ ｉ Ｃ に つ い て は 、 前 述 の ナ ノ 粒 子 作 製 装 置 の カ ー ボ ン る つ ぼ の 上 に 載 せ 、 真 空 ポ ン
プ で 炉 内 を ０ ． １ ３ Ｐ ａ 以 下 の 真 空 と し た 。 こ の 後 、 各 雰 囲 気 ガ ス を 導 入 し 、 炉 の 圧 力 を
０ ． １ Ｍ Ｐ ａ に 保 ち 、 循 環 ポ ン プ を 作 動 さ せ た 。 電 流 を １ ５ ０ Ａ に 設 定 し 、

カ ー ボ ン る つ ぼ 間 に ア ー ク プ ラ ズ マ
を 発 生 さ せ た 。 ア ー ク プ ラ ズ マ は 初 期 に は カ ー ボ ン る つ ぼ に 照 射 し 、 し た 後 に
ア ー ク プ ラ ズ マ を 塊 状 Ｓ ｉ Ｃ に 照 射 し た 。
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発 生 さ せ ， 試 料 を 加 熱 し た 後 ， ア ー ク プ ラ ズ マ 発 生 室 内 を 真 空 に し て か ら 窒 素 ガ ス を 導 入
す る こ と を 特 徴 と す る 窒 素 プ ラ ズ マ に よ る Ｓ ｉ Ｃ ナ ノ 粒 子 の 製 造 法 。

発 明 の 窒 素 プ ラ ズ マ に よ る Ｓ ｉ
Ｃ ナ ノ 粒 子 の 製 造 法 は 、 ア ー ク 放 電 可 能 な 圧 力 範 囲 の

発 明 ２ は 、 発 明 １ の 窒 素 プ ラ ズ マ に よ る Ｓ ｉ Ｃ ナ ノ 粒 子 の 製 造 法 に お い て 、 前 記 塊 状 Ｓ
ｉ Ｃ は カ ー ボ ン る つ ぼ 上 に 置 か れ 、 前 記 ア ー ク プ ラ ズ マ は 前 記 カ ー ボ ン る つ ぼ を 照 射 し た
後 に 塊 状 Ｓ ｉ Ｃ を 照 射 す る こ と を 特 徴 と す る 。

発 明 ３ は 、 発 明 １ 又 は ２ の 窒 素 プ ラ ズ マ に よ る Ｓ ｉ Ｃ ナ ノ 粒 子 の 製 造 法 に お い て 、 前 記
塊 状 Ｓ ｉ Ｃ は カ ー ボ ン る つ ぼ 上 に 置 か れ 、 前 記 ア ー ク プ ラ ズ マ は 前 記 カ ー ボ ン る つ ぼ を 照
射 し た 後 に 前 記 塊 状 Ｓ ｉ Ｃ を 照 射 す る こ と を 特 徴 と す る 。

ま た 、 発 明 ４ の 窒 素 プ ラ ズ マ に よ る Ｓ ｉ Ｃ ナ ノ 粒 子 の 製 造 法 は 、 ア ー ク 放 電 可 能 な 圧 力 範
囲 の 窒 素 雰 囲 気 中 で ア ー ク プ ラ ズ マ を 発 生 さ せ 、 ア ー ク プ ラ ズ マ を 、 粉 末 Ｓ ｉ と 粉 末 Ｃ の
混 合 粉 末 成 形 体 に 照 射 し て Ｓ ｉ Ｃ の ナ ノ 粒 子 を 生 成 さ せ る こ と を 特 徴 と す る 。

発 明 ５ は 、 発 明 ４ の 窒 素 プ ラ ズ マ に よ る Ｓ ｉ Ｃ ナ ノ 粒 子 の 製 造 法 に お い て 、 前 記 粉 末 Ｓ
ｉ と 粉 末 Ｃ の 混 合 比 率 が モ ル 比 で １ ： １ と な る よ う に 混 合 粉 末 成 形 体 を 構 成 し て あ る こ と
を 特 徴 と す る 窒 素 プ ラ ズ マ に よ る 。

発 明 ６ は 、 発 明 ４ 又 は ５ の 窒 素 プ ラ ズ マ に よ る Ｓ ｉ Ｃ ナ ノ 粒 子 の 製 造 法 に お い て 、 前 記
混 合 粉 末 成 形 体 は カ ー ボ ン る つ ぼ 上 に 置 か れ 、 前 記 ア ー ク プ ラ ズ マ は 前 記 カ ー ボ ン る つ ぼ
を 照 射 し た 後 に 前 記 混 合 粉 末 成 形 体 を 照 射 す る こ と を 特 徴 と す る 。
発 明 ７ は 、 発 明 ４ か ら ６ の 何 れ か の 窒 素 プ ラ ズ マ に よ る Ｓ ｉ Ｃ ナ ノ 粒 子 の 製 造 法 に お い て
、 前 記 混 合 粉 末 成 形 体 中 の 有 機 バ イ ン ダ ー を 除 去 す る た め ， Ａ ｒ ガ ス 中 で Ａ ｒ プ ラ ズ マ を
発 生 さ せ ， 試 料 を 加 熱 し た 後 ， ア ー ク プ ラ ズ マ 発 生 室 内 を 真 空 に し て か ら 窒 素 ガ ス を 導 入
す る こ と を 特 徴 と す る 。

タ ン グ ス テ ン
電 極 （ 陰 極 ） と 陽 極 で あ る 水 冷 銅 ハ ー ス 上 に 載 置 し た

こ れ を 加 熱
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